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ふくしまプライドで逆境を乗り越え、
ふくしまを『希望の地』へ
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　謹んで新年の御挨拶を申し上げます。

　私は、去る10月の知事選挙におきまして、県民の皆様の御支持を頂き、引き続き、県政を担わせていた

だくこととなりました。皆様からの御期待をしっかりと胸に刻み、福島の未来を切り拓くため、全力で挑

戦を続けてまいります。

　福島県は、未曾有の複合災害からの復興はもとより、急激な人口減少、度重なる自然災害からの復旧、

新型コロナウイルスの感染拡大防止、さらには原油価格・物価高騰への対応など、幾多の困難な課題を抱

えております。

　そうした中で、挑戦を絶えず「シンカ（進化・深化・新化）」させながら、様々な逆境を乗り越えるこ

とにより、「ふくしまプライド。」を更に光り輝かせていくことが重要と考えております。

　まず、震災と原発事故からの復興・再生につきましては、復興の状況に応じた被災者の生活再建や事

業・生業の再生、帰還環境の整備などに取り組むとともに、廃炉と汚染水・処理水対策や、風評の払拭と

風化の防止、移住・定住の促進など、様々な課題に全庁一丸となって取り組んでまいります。

　次に、人口減少対策につきましては、結婚から子育てまでの切れ目のない支援や、「福島ならでは」の

教育を推進していくほか、食・運動・社会参加を柱とする健康づくりに力を入れ、全国に誇れる健康長寿

県を目指してまいります。

　また、農林水産業や商工業、観光業など、既存産業の振興はもとより、新産業の創出・集積等を通じて、

若者の県内定着・還流や魅力ある雇用の場づくりなどに取り組んでまいります。

　さらに、新型感染症につきましては、引き続き、県民の皆様に対し感染防止対策の徹底をお願いすると

ともに、国や市町村、関係団体等と緊密に連携しながら、感染拡大の防止と確実な医療の提供に取り組ん

でまいります。加えて、物価高騰等に対しては、需要喚起策や金融支援などにより、生活の安定と経済の

維持・再生を図ってまいります。

　これらの取組を含め、県の総合計画に掲げた目標を一つ一つ着実に実現させながら、福島の定義を「被

災の地」から「希望の地」、さらには「復興の地」へと変えるべく、全力で福島の未来を切り拓いてまい

りますので、今後とも、一層の御支援、御協力をお願い申し上げ、新年の御挨拶といたします。
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